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ふ
る
さ
と
会
瀬
か
ら 

昭
和
40
年
代
の
会
瀬
の
都
市
地
図 

 

本
棚
の
片
隅
か
ら
市
販
の
都
市
地
図
が
出
て
き
た
。「
日
立

市
街
図
」
で
1979
年
発
行
と
あ
る
が
、
し
る
さ
れ
た
会
瀬
小
学

校
は
初
代
の
木
造
校
舎
で
あ
り
体
育
館
は
な
い
。
昭
和
45
年

（
1970
年
）
か
ら
体
育
館
工
事
が
は
じ
ま
り
木
造
校
舎
の
撤
去

が
昭
和
48
年
で
あ
る
か
ら
こ
の
「
日
立
市
街
図
」
は
昭
和
40

年
頃
の
日
立
を
表
わ
し
て
い
る
。
50
年
前
に
比
べ
て
最
も
変

わ
っ
た
地
域
は
会
瀬
３
・
４
丁
目
で
あ
る
。 

 

会
瀬
３
・
４
丁
目
は
日
立
製
作
所
の
福
利
施
設
や
社
宅
や

寮
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
29
年
（
1954
年
）
発
行
の
日
立

工
場
年
譜
に
よ
る
と
昭
和
15
年
（
1940
年
）
会
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド

競
技
場
完
成
、
16
年
に
体
育
館
、
野
球
場
が
完
成
し
て
い
る
。

同
時
に
見
習
生
寮
が
完
成
し
修
井
寮
（
し
ゅ
う
せ
い
り
ょ
う
）

と
命
名
さ
れ
た
。
上
ノ
内
と
兎
平
に
も
社
宅
が
建
設
さ
れ
て

い
る
。
現
在
の
会
瀬
３
・
４
丁
目
地
区
で
は
16
年
に
会
瀬
社

宅
39
棟
、
17
年
に
稲
荷
山
女
子
寮
、
潮
音
ク
ラ
ブ
、
会
瀬
役

宅
38
戸
、
19
年
に
会
瀬
役
宅
一
戸
建
15
棟
、
二
戸
建
19
棟
、

小
山
役
宅
67
棟
、
石
倉
（
現
在
の
兎
平
郵
便
局
周
辺
）
社
宅

28
棟
が
建
設
さ
れ
た
。 

 

役
宅
と
社
宅
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
「
日
立
工
場
五
十
年

史
」
に
よ
る
と
、「
創
業
当
時
の
久
原
鉱
業
で
使
用
し
て
い
た

呼
称
方
法
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
旧
社

員
用
住
宅
を
「
役
宅
」
と
呼
び
、
こ
れ
に
対
し
旧
工
員
用
住

宅
を
「
社
宅
」
と
呼
称
し
た
が
、
昭
和
21
年
の
社
工
員
身
分

撤
廃
に
よ
り
、
以
後
は
一
様
に
「
社
宅
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
社
員
と
工
員
に
は
厳
然
と
し
た 

身
分
の
違
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、
役
宅

と
社
宅
で
は
敷
地
の
広
さ
や
間
取
り
に
違
い
が
あ

っ
た
。
同
じ
役
宅
で
も
昭
和
16
年
に
建
設
さ
れ
た

兎
平
に
近
い
地
所
の
役
宅
と
、
現
在
の
鹿
島
神
社
裏

参
道
か
ら
西
側
の
地
に
、
戦
局
が
悪
化
し
た
昭
和

19
年
に
建
設
さ
れ
た
小
山
役
宅
で
は
大
き
な
差
が

あ
っ
た
。 

 

昭
和
20
年
の
爆
弾
攻
撃
・
艦
砲
射
撃
・
焼
夷
弾

攻
撃
に
際
し
て
も
会
瀬
３
・
４
丁
目
の
社
宅
や
寮
の

多
く
は
被
災
し
な
か
っ
た
。
以
後
、
近
年
ま
で
市
街

の
形
態
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
な
く
推
移
し
、
参

考
市
街
図
の
よ
う
な
市
街
地
を
形
成
し
て
い
た
。
現

在
、
古
い
社
宅
が
取
り
払
わ
れ
現
代
風
の
宅
地
造
成

化
が
進
み
、
新
し
い
市
街
地
が
出
現
し
つ
つ
あ
る
こ

の
地
の
、
昔
日
の
姿
を
し
の
ぶ
よ
す
が
と
し
て
記
録

し
た
。 

 

昭和 40年代の会瀬社宅地図  

避
難
通
路
看
板
設
置 

津
波
避
難
通
路
整
備
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。
通
路
を
を
表
示
す
る
た
め
避
難
に

使
用
す
る
坂
に
名
前
が
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
降
り
口
と
登
り
口
に
標
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
旭
町
３
丁
目
に
は
「
く
る
ま
坂
」

会
瀬
学
区
内
で
は
最
も
急
な
坂
で
す
。
く

る
ま
は
「
水
車
」
の
車
で
す
。
雨
降
川
を

利
用
し
た
水
車
を
川
に
面
し
た
柴
田
氏
が 

経
営
し
て
い 

た
の
で
会
瀬 

で
は
柴
田
氏 

を
「
く
る
ま
」 

と
称
し
て
ま 

し
た
。 

 

 

・
「
潮
音
坂
」
（
し
お
ね
）
は
戦
時
中
に
使

用
さ
れ
た
「
潮
音
町
」
か
ら
命
名
さ
れ
、

旧
鉱
山
ク
ラ
ブ
か
ら
海
岸
に
至
る
坂
で

昔
、
海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
坂
道
で
す
。 

車
の
通
行 

が
可
と
な 

り
ま
し
た
。 

   

・「
舟
入
り
の
坂
」
は
海
水
浴
場
駐
車
場
か

ら
相
賀
町
に
通
じ
る
坂
で
す
。
坂
の
降
り

口
付
近
は
別
荘
地
で
し
た
。 

                

・「
か
ん
し
ょ
の
坂
」
は
会
瀬
１
丁
目
の
会

瀬
交
流
セ
ン
タ
ー
入
り
口
近
辺
か
ら
相
賀

町
に
至
る
坂
で
閑
居
（
隠
居
所
）
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
名
が
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

第
１
回
日
立
地
区
４
コ
ー
ト
ゲ
ー
ム
大
会
開
催 

会
瀬
チ
ー
ム
優
勝 

日
立
市
で
普
及
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
４
（
フ

ォ
ー
）
コ
ー
ト
ゲ
ー
ム
」
を
８
月
２８
日
（
日
）
主
催

日
立
地
区
体
育
振
興
会
、
会
場
は
中
小
路
小
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
学
区
チ
ー
ム
は
（
宮
田
・
仲
町
・
助
川
・
会
瀬
・

中
小
路
）
で
見
事
会
瀬
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

 

会
瀬
再
発
見
ウ
オ
ー
ク
開
催 

「
い
に
し
え
の
会
瀬
の
浦
を
め
ぐ
る
」 

９
月

25
日
（
日
）
晴
天
の
中

11
名
の
参
加 

＊
19
紀
初
め
の
「
会
瀬
旧
述
」
に
記
さ
れ
た
会
瀬

八
景
を
た
ど
り
、
大

き
く
変
化
し
た
、
歴

史
の
流
れ
を
見
つ
め

る
コ
ー
ス
で
し
た
。 

会
瀬
交
流
セ
ン
タ

ー
集
合
堤
防
→
海

水
浴
場
→
初
崎
→

防
空
壕
→
別
荘
跡

→
相
賀
館
跡
→
漁

港
→ 

会
瀬
交
流

セ
ン
タ
ー 

【
全
行
程
約
４
キ
ロ
】 

 

  

米寿の  みなさま 

優勝おめでとう  


